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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 極 組 立 体 を 含 み 、 前 記 電 極 組 立 体 の 外 面 は 、 順 に 接 続 さ れ る 第 １ の 表 面 、 第 １ の 側 面  
、 第 ２ の 表 面 及 び 第 ２ の 側 面 を 含 み 、 前 記 第 １ の 表 面 と 前 記 第 ２ の 表 面 と は 、 対 向 し て 設  
け ら れ 、 前 記 第 １ の 側 面 と 前 記 第 ２ の 側 面 と は 、 対 向 し て 設 け ら れ 、 前 記 電 極 組 立 体 の 外  
面 は 、 第 １ の 端 面 、 及 び 前 記 第 １ の 端 面 に 対 向 す る 第 ２ の 端 面 を さ ら に 含 み 、 前 記 第 １ の  
端 面 及 び 前 記 第 ２ の 端 面 は 、 そ れ ぞ れ 前 記 第 １ の 表 面 及 び 第 ２ の 表 面 に 接 続 さ れ る セ ル で  
あ っ て 、
　 前 記 第 １ の 側 面 に 接 着 さ れ 、 前 記 第 １ の 側 面 か ら 前 記 第 １ の 表 面 及 び ／ 又 は 前 記 第 ２ の  
表 面 ま で 延 在 す る 第 １ の 粘 着 膜 と 、
　 前 記 第 １ の 表 面 に 接 着 さ れ 、 前 記 第 １ の 表 面 か ら 前 記 第 １ の 端 面 を 介 し て 前 記 第 ２ の 表  
面 ま で 延 在 す る 第 １ の 接 着 層 で あ っ て 、 前 記 電 極 組 立 体 の 幅 方 向 に お い て 、 前 記 第 １ の 粘  
着 膜 と 前 記 第 １ の 接 着 層 と は 、 第 １ の 表 面 及 び ／ 又 は 第 ２ の 表 面 に 第 １ の 重 な り 部 分 を 有  
し 、 前 記 第 １ の 重 な り 部 分 に お い て 、 前 記 第 １ の 粘 着 膜 は 、 前 記 第 １ の 表 面 及 び ／ 又 は 前  
記 第 ２ の 表 面 と 前 記 第 １ の 接 着 層 と の 間 に 設 け ら れ る 第 １ の 接 着 層 と 、
前 記 第 １ の 表 面 又 は 前 記 第 ２ の 表 面 に 接 着 さ れ る 第 ３ の 接 着 層 と を さ ら に 含 み 、
　 前 記 第 １ の 重 な り 部 分 の 面 積 と 、 前 記 第 １ の 粘 着 膜 と 前 記 第 １ の 接 着 層 と の 間 の 接 着 力  
の 積 を 第 １ の 接 着 力 と 定 義 し 、 前 記 第 １ の 粘 着 膜 と 前 記 電 極 組 立 体 の 外 面 と の 重 な り 面 積  
と 、 両 者 間 の 接 着 力 と の 積 を 第 ２ の 接 着 力 と 定 義 し 、 前 記 第 １ の 接 着 力 は 第 ２ の 接 着 力 未  
満 で あ り 、

請求項の数　14　（全14頁）　最終頁に続く
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前 記 電 極 組 立 体 の 幅 方 向 に お い て 、 前 記 第 １ の 粘 着 膜 と 前 記 第 ３ の 接 着 層 と は 第 ３ の 重 な  
り 部 分 を 有 し 、 前 記 第 ３ の 重 な り 部 分 に お い て 、 前 記 第 ３ の 接 着 層 は 、 前 記 第 １ の 粘 着 膜  
と 前 記 第 １ の 表 面 と の 間 に 設 け ら れ る か 、 又 は 、 前 記 第 １ の 粘 着 膜 と 前 記 第 ２ の 表 面 と の  
間 に 設 け ら れ る 、 こ と を 特 徴 と す る セ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 電 極 組 立 体 の 幅 方 向 に お い て 、 前 記 第 １ の 重 な り 部 分 の 幅 は １ ｍ ｍ 以 上 、 且 つ １ ５  
ｍ ｍ 以 下 で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の セ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の 粘 着 膜 と 第 １ の 表 面 及 び ／ 又 は 前 記 第 ２ の 表 面 と の 間 の 接 着 力 は ０ ． ０ ５ Ｎ  
／ ｍ ｍ 以 上 、 前 記 第 １ の 粘 着 膜 と 前 記 第 １ の 接 着 層 と の 間 の 接 着 力 は ０ ． １ ５ Ｎ ／ ｍ ｍ 以  
上 で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の セ ル 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 ２ の 側 面 に 接 着 さ れ 、 前 記 第 ２ の 側 面 か ら そ れ ぞ れ 前 記 第 １ の 表 面 及 び ／ 又 は 前  
記 第 ２ の 表 面 ま で 延 在 す る 第 ２ の 粘 着 膜 と 、
　 前 記 第 １ の 表 面 に 接 着 さ れ 、 前 記 第 １ の 表 面 か ら 前 記 第 １ の 端 面 を 介 し て 前 記 第 ２ の 表  
面 ま で 延 在 す る 第 ２ の 接 着 層 で あ っ て 、 前 記 電 極 組 立 体 の 幅 方 向 に お い て 、 前 記 第 ２ の 粘  
着 膜 と 前 記 第 ２ の 接 着 層 と は 、 第 １ の 表 面 及 び ／ 又 は 第 ２ の 表 面 に 第 ２ の 重 な り 部 分 を 有  
し 、 前 記 第 ２ の 重 な り 部 分 に お い て 、 前 記 第 ２ の 粘 着 膜 は 、 前 記 第 １ の 表 面 及 び ／ 又 は 前  
記 第 ２ の 表 面 と 前 記 第 ２ の 接 着 層 と の 間 に 設 け ら れ る 第 ２ の 接 着 層 と を さ ら に 含 む 、 こ と  
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の セ ル 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 電 極 組 立 体 の 幅 方 向 に お い て 、 前 記 第 ２ の 粘 着 膜 と 前 記 第 ３ の 接 着 層 と は 前 記 第 ３ の  
重 な り 部 分 を 有 し 、 前 記 第 ３ の 重 な り 部 分 に お い て 、 前 記 第 ３ の 接 着 層 は 、 第 ２ の 粘 着 膜  
と 前 記 第 １ の 表 面 と の 間 に 設 け ら れ る か 、 又 は 、 第 ２ の 粘 着 膜 と 前 記 第 ２ の 表 面 と の 間 に  
設 け ら れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の セ ル 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 電 極 組 立 体 の 幅 方 向 に お い て 、 前 記 第 ３ の 重 な り 部 分 の 幅 は １ ｍ ｍ 以 上 、 且 つ １ ５  
ｍ ｍ 以 下 で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の セ ル 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ の 粘 着 膜 及 び ／ 又 は 第 ２ の 粘 着 膜 と 前 記 第 ３ の 接 着 層 と の 間 の 接 着 力 は ０ ． １  
５ Ｎ ／ ｍ ｍ 以 上 で あ り 、 前 記 第 ３ の 接 着 層 と 前 記 第 １ の 表 面 又 は 前 記 第 ２ の 表 面 と の 間 の  
接 着 力 は ０ ． １ ５ Ｎ ／ ｍ ｍ 以 上 で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の セ ル 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ の 粘 着 膜 と 前 記 電 極 組 立 体 の 外 面 と の 重 な り 面 積 と 、 両 者 間 の 接 着 力 と の 積 を  
第 ２ の 接 着 力 と 定 義 し 、 前 記 第 ３ の 重 な り 部 分 の 面 積 と 、 前 記 第 １ の 粘 着 膜 と 前 記 第 ３ の  
接 着 層 と の 間 の 接 着 力 の 積 を 第 ３ の 接 着 力 と 定 義 し 、 前 記 第 ３ の 接 着 力 は 第 ２ の 接 着 力 未  
満 で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の セ ル 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 セ ル は 、 前 記 電 極 組 立 体 に そ れ ぞ れ 電 気 的 に 接 続 さ れ る 第 １ の タ ブ 及 び 第 ２ の タ ブ  
を さ ら に 含 み 、 前 記 第 １ の タ ブ と 前 記 第 ２ の タ ブ は 、 間 隔 を お い て 前 記 第 ２ の 端 面 か ら 突  
出 し 、 前 記 第 １ の 粘 着 膜 は 、 前 記 第 ２ の 表 面 ま で 延 在 し 、 前 記 第 １ の タ ブ に 接 近 し 、 前 記  
第 ２ の 粘 着 膜 は 、 前 記 第 ２ の 表 面 ま で 延 在 し 、 前 記 第 ２ の タ ブ に 接 近 し 、 前 記 電 極 組 立 体  
の 幅 方 向 に お い て 、 前 記 第 １ の 粘 着 膜 は 、 前 記 第 ２ の 表 面 に 前 記 第 １ の タ ブ と 部 分 的 に 重  
な り 、 及 び ／ 又 は 前 記 第 ２ の 粘 着 膜 は 、 前 記 第 ２ の 表 面 に 前 記 第 ２ の タ ブ と 部 分 的 に 重 な  
り 、 重 な り 部 分 の 幅 は １ ｍ ｍ 以 上 、 且 つ ２ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４  
に 記 載 の セ ル 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 １ の 粘 着 膜 及 び ／ 又 は 前 記 第 ２ の 粘 着 膜 は 、 前 記 第 ２ の 表 面 に 前 記 第 １ の タ ブ と  
前 記 第 ２ の タ ブ と の 間 ま で 延 在 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の セ ル 。
【 請 求 項 １ １ 】
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　 前 記 電 極 組 立 体 の 幅 方 向 に お い て 、 前 記 第 １ の 粘 着 膜 及 び ／ 又 は 前 記 第 ２ の 粘 着 膜 は 、  
前 記 第 １ の 表 面 に 前 記 第 １ の タ ブ と 重 な ら な い 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の セ ル 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 セ ル は 、 封 止 膜 を 含 み 、 前 記 封 止 膜 は 、 前 記 電 極 組 立 体 を 収 容 す る た め の 第 １ の 溝  
及 び 第 ２ の 溝 を 含 み 、 前 記 第 １ の 溝 の 深 さ は 前 記 第 ２ の 溝 よ り も 深 く 、 前 記 第 １ の 表 面 は  
前 記 第 １ の 溝 の 底 面 に 対 向 し 、 前 記 第 ２ の 表 面 は 前 記 第 ２ の 溝 の 底 面 に 対 向 す る 、 こ と を  
特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の セ ル 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 ハ ウ ジ ン グ を 含 む 電 池 で あ っ て 、 請 求 項 １ ～ １ ２ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の セ ル を さ ら に  
含 み 、 前 記 セ ル は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ 内 に 設 け ら れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 電 池 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 電 力 消 費 機 器 で あ っ て 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 電 池 を 含 む 、 こ と を 特 徴 と す る 電 力 消 費 機  
器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 願 は 電 池 技 術 分 野 に 関 し 、 特 に セ ル 、 電 池 及 び 電 力 消 費 機 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 セ ル は 、 一 般 に 、 電 極 組 立 体 及 び 封 止 膜 を 含 む 。 電 極 組 立 体 と 封 止 膜 の 内 壁 と の 間 に は  
一 定 の 隙 間 が あ る 。 従 っ て 、 セ ル が 様 々 な 原 因 で 落 下 す る 時 、 電 極 組 立 体 が 封 止 膜 の 封 止  
口 を 突 き 開 い て 電 解 液 が 漏 れ て し ま う 恐 れ が あ る 。 電 極 組 立 体 の 各 層 の 電 極 シ ー ト 間 が 変  
位 す る た め 、 セ ル 内 が 短 絡 し 、 さ ら に 、 発 熱 、 着 火 又 は 爆 発 を 引 き 起 こ す こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 落 下 性 能 を 改 善 す る た め に 、 両 面 テ ー プ や ホ ッ ト メ ル ト な ど 、 電 極 組 立 体 と 封 止 膜 と の  
固 定 を 補 強 す る 手 段 を 用 い る 。 該 手 段 は 、 電 極 組 立 体 の 移 動 に よ る 衝 撃 を 減 少 さ せ る こ と  
が で き 、 両 面 テ ー プ 又 は ホ ッ ト メ ル ト は 、 セ ル の 落 下 中 に お い て 、 一 定 の 緩 衝 作 用 を 果 た  
す こ と が で き る 。 発 明 者 ら は 、 本 願 を 実 現 す る 過 程 に お い て 、 従 来 技 術 に は 、 少 な く と も  
以 下 の 課 題 が あ る と 発 現 し た 。 該 手 段 は 、 セ ル の 落 下 中 に お い て 、 接 着 箇 所 に お け る 集 電  
体 （ 例 え ば 、 ア ル ミ ニ ウ ム 箔 ） が 引 き 裂 か れ る こ と が 多 く 、 引 き 裂 か れ た バ リ が 電 極 組 立  
体 に お け る セ パ レ ー タ を 突 刺 す た め 、 電 極 組 立 体 内 部 が 短 絡 し て し ま う こ と が あ る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 っ て 、 落 下 性 能 を 改 善 す る セ ル 、 前 記 セ ル を 用 い る 電 池 及 び 電 力 消 費 機 器 を 提 供 す る  
必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 願 の 実 施 例 は 、 電 極 組 立 体 を 含 む セ ル を 提 供 し 、 前 記 電 極 組 立 体 の 外 面 は 、 順 に 接 続  
さ れ る 第 １ の 表 面 、 第 １ の 側 面 、 第 ２ の 表 面 及 び 第 ２ の 側 面 を 含 み 、 前 記 第 １ の 表 面 と 前  
記 第 ２ の 表 面 と は 、 対 向 し て 設 け ら れ 、 前 記 第 １ の 側 面 と 前 記 第 ２ の 側 面 と は 、 対 向 し て  
設 け ら れ 、 前 記 電 極 組 立 体 の 外 面 は 、 第 １ の 端 面 、 及 び 前 記 第 １ の 端 面 に 対 向 す る 第 ２ の  
端 面 を さ ら に 含 み 、 前 記 第 １ の 端 面 及 び 前 記 第 ２ の 端 面 は 、 そ れ ぞ れ 前 記 第 １ の 表 面 及 び  
第 ２ の 表 面 に 接 続 さ れ る 。 前 記 セ ル は 第 １ の 粘 着 膜 及 び 第 １ の 接 着 層 を さ ら に 含 み 、 第 １  
の 粘 着 膜 は 前 記 第 １ の 側 面 に 接 着 さ れ 、 前 記 第 １ の 側 面 か ら 前 記 第 １ の 表 面 及 び ／ 又 は 前  
記 第 ２ の 表 面 ま で 延 在 し 、 第 １ の 接 着 層 は 前 記 第 １ の 表 面 に 接 着 さ れ 、 前 記 第 １ の 表 面 か  
ら 前 記 第 １ の 端 面 を 介 し て 前 記 第 ２ の 表 面 ま で 延 在 し 、 前 記 電 極 組 立 体 の 幅 方 向 に お い て  
、 前 記 第 １ の 粘 着 膜 と 前 記 第 １ の 接 着 層 と は 、 第 １ の 表 面 及 び ／ 又 は 第 ２ の 表 面 に 第 １ の  
重 な り 部 分 を 有 し 、 前 記 第 １ の 重 な り 部 分 に お い て 、 前 記 第 １ の 粘 着 膜 は 、 前 記 第 １ の 表  
面 及 び ／ 又 は 前 記 第 ２ の 表 面 と 前 記 第 １ の 接 着 層 と の 間 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 １ つ の 可 能 な 実 施 形 態 で は 、 前 記 電 極 組 立 体 の 幅 方 向 に お い て 、 前 記 第 １ の 重 な り 部 分  
の 幅 は １ ｍ ｍ 以 上 、 且 つ １ ５ ｍ ｍ 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 １ つ の 可 能 な 実 施 形 態 で は 、 前 記 第 １ の 粘 着 膜 と 第 １ の 表 面 及 び ／ 又 は 前 記 第 ２ の 表 面  
と の 間 の 接 着 力 は ０ ． ０ ５ Ｎ ／ ｍ ｍ 以 上 、 前 記 第 １ の 粘 着 膜 と 前 記 第 １ の 接 着 層 と の 間 の  
接 着 力 は ０ ． １ ５ Ｎ ／ ｍ ｍ 以 上 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 １ つ の 可 能 な 実 施 形 態 で は 、 前 記 第 １ の 重 な り 部 分 の 面 積 と 、 前 記 第 １ の 粘 着 膜 と 前 記  
第 １ の 接 着 層 と の 間 の 接 着 力 と の 積 を 第 １ の 接 着 力 と 定 義 し 、 前 記 第 １ の 粘 着 膜 と 前 記 電  
極 組 立 体 の 外 面 と の 重 な り 面 積 と 、 両 者 間 の 接 着 力 と の 積 を 第 ２ の 接 着 力 と 定 義 し 、 前 記  
第 １ の 接 着 力 は 第 ２ の 接 着 力 未 満 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 １ つ の 可 能 な 実 施 形 態 で は 、 前 記 セ ル は 、 前 記 第 ２ の 側 面 に 接 着 さ れ 、 前 記 第 ２ の 側 面  
か ら そ れ ぞ れ 前 記 第 １ の 表 面 及 び ／ 又 は 前 記 第 ２ の 表 面 ま で 延 在 す る 第 ２ の 粘 着 膜 と 、 前  
記 第 １ の 表 面 に 接 着 さ れ 、 前 記 第 １ の 表 面 か ら 前 記 第 １ の 端 面 を 介 し て 前 記 第 ２ の 表 面 ま  
で 延 在 す る 第 ２ の 接 着 層 で あ っ て 、 前 記 電 極 組 立 体 の 幅 方 向 に お い て 、 前 記 第 ２ の 粘 着 膜  
と 前 記 第 ２ の 接 着 層 と は 、 第 １ の 表 面 及 び ／ 又 は 第 ２ の 表 面 に 第 ２ の 重 な り 部 分 を 有 し 、  
前 記 第 ２ の 重 な り 部 分 に お い て 、 前 記 第 ２ の 粘 着 膜 は 、 前 記 第 １ の 表 面 及 び ／ 又 は 前 記 第  
２ の 表 面 と 前 記 第 ２ の 接 着 層 と の 間 に 設 け ら れ る 第 ２ の 接 着 層 と を さ ら に 含 む 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 １ つ の 可 能 な 実 施 形 態 で は 、 前 記 セ ル は 、 前 記 第 １ の 表 面 又 は 前 記 第 ２ の 表 面 に 接 着 さ  
れ る 第 ３ の 接 着 層 で あ っ て 、 前 記 電 極 組 立 体 の 幅 方 向 に お い て 、 前 記 第 １ の 粘 着 膜 及 び ／  
又 は 前 記 第 ２ の 粘 着 膜 と 前 記 第 ３ の 接 着 層 と は 第 ３ の 重 な り 部 分 を 有 し 、 前 記 第 ３ の 重 な  
り 部 分 に お い て 、 前 記 第 ３ の 接 着 層 は 、 前 記 第 １ の 粘 着 膜 及 び ／ 又 は 第 ２ の 粘 着 膜 と 前 記  
第 １ の 表 面 と の 間 に 設 け ら れ る か 、 又 は 、 前 記 第 １ の 粘 着 膜 及 び ／ 又 は 第 ２ の 粘 着 膜 と 前  
記 第 ２ の 表 面 と の 間 に 設 け ら れ る 第 ３ の 接 着 層 を さ ら に 含 む 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 １ つ の 可 能 な 実 施 形 態 で は 、 前 記 電 極 組 立 体 の 幅 方 向 に お い て 、 前 記 第 ３ の 重 な り 部 分  
の 幅 は １ ｍ ｍ 以 上 、 且 つ １ ５ ｍ ｍ 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 １ つ の 可 能 な 実 施 形 態 で は 、 前 記 第 １ の 粘 着 膜 及 び ／ 又 は 第 ２ の 粘 着 膜 と 前 記 第 ３ の 接  
着 層 と の 間 の 接 着 力 は ０ ． １ ５ Ｎ ／ ｍ ｍ 以 上 で あ り 、 前 記 第 ３ の 接 着 層 と 前 記 第 １ の 表 面  
又 は 前 記 第 ２ の 表 面 と の 間 の 接 着 力 は ０ ． １ ５ Ｎ ／ ｍ ｍ 以 上 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 １ つ の 可 能 な 実 施 形 態 で は 、 前 記 第 １ の 粘 着 膜 と 前 記 電 極 組 立 体 の 外 面 と の 重 な り 面 積  
と 、 両 者 間 の 接 着 力 と の 積 を 第 ２ の 接 着 力 と 定 義 し 、 前 記 第 ３ の 重 な り 部 分 の 面 積 と 、 前  
記 第 １ の 粘 着 膜 と 前 記 第 ３ の 接 着 層 と の 間 の 接 着 力 と の 積 を 第 ３ の 接 着 力 と 定 義 し 、 前 記  
第 ３ の 接 着 力 は 第 ２ の 接 着 力 未 満 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 １ つ の 可 能 な 実 施 形 態 で は 、 前 記 セ ル は 、 前 記 電 極 組 立 体 に そ れ ぞ れ 電 気 的 に 接 続 さ れ  
る 第 １ の タ ブ 及 び 第 ２ の タ ブ を さ ら に 含 み 、 前 記 第 １ の タ ブ と 前 記 第 ２ の タ ブ は 、 間 隔 を  
お い て 前 記 第 ２ の 端 面 か ら 突 出 し 、 前 記 第 １ の 粘 着 膜 は 前 記 第 ２ の 表 面 ま で 延 在 し 、 前 記  
第 １ の タ ブ に 接 近 し 、 前 記 第 ２ の 粘 着 膜 は 、 前 記 第 ２ の 表 面 ま で 延 在 し 、 前 記 第 ２ の タ ブ  
に 接 近 し 、 前 記 電 極 組 立 体 の 幅 方 向 に お い て 、 前 記 第 １ の 粘 着 膜 は 前 記 第 ２ の 表 面 に 前 記  
第 １ の タ ブ と 部 分 的 に 重 な り 、 及 び ／ 又 は 前 記 第 ２ の 粘 着 膜 は 前 記 第 ２ の 表 面 に 前 記 第 ２  
の タ ブ と 部 分 的 に 重 な り 、 重 な り 部 分 の 幅 は １ ｍ ｍ 以 上 、 且 つ ２ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 １ つ の 可 能 な 実 施 形 態 で は 、 前 記 第 １ の 粘 着 膜 及 び ／ 又 は 前 記 第 ２ の 粘 着 膜 は 前 記 第 ２  
の 表 面 に 前 記 第 １ の タ ブ と 前 記 第 ２ の タ ブ と の 間 ま で 延 在 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 １ つ の 可 能 な 実 施 形 態 で は 、 前 記 電 極 組 立 体 の 幅 方 向 に お い て 、 前 記 第 １ の 粘 着 膜 及 び  
／ 又 は 前 記 第 ２ の 粘 着 膜 は 前 記 第 １ の 表 面 に 前 記 第 １ の タ ブ と 重 な ら な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 １ つ の 可 能 な 実 施 形 態 で は 、 前 記 セ ル は 、 封 止 膜 を 含 み 、 前 記 封 止 膜 は 、 前 記 電 極 組 立  
体 を 収 容 す る た め の 第 １ の 溝 及 び 第 ２ の 溝 を 含 み 、 前 記 第 １ の 溝 の 深 さ は 前 記 第 ２ の 溝 よ  
り も 深 く 、 前 記 第 １ の 表 面 は 前 記 第 １ の 溝 の 底 面 に 対 向 し 、 前 記 第 ２ の 表 面 は 前 記 第 ２ の  
溝 の 底 面 に 対 向 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 願 の 別 の 実 施 例 は 、 ハ ウ ジ ン グ を 含 む 電 池 を さ ら に 提 供 し 、 前 記 電 池 は 、 上 記 の い ず  
れ か の セ ル を さ ら に 含 み 、 前 記 セ ル は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ 内 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 願 の 別 の 実 施 例 は 、 上 記 の い ず れ か の 電 池 を 含 む 電 力 消 費 機 器 を さ ら に 提 供 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 願 の 実 施 例 に 係 る セ ル 、 電 池 及 び 電 力 消 費 機 器 で は 、 セ ル は 、 第 １ の 重 な り 部 分 に よ  
っ て 、 セ ル が 落 下 す る 時 、 第 １ の 接 着 層 に 作 用 し た 一 部 の 力 を 第 １ の 粘 着 膜 に 移 行 し 、 そ  
れ に よ り 、 電 極 組 立 体 に お け る 電 極 シ ー ト に よ る 第 １ の 接 着 層 に 対 す る 衝 撃 力 を 緩 和 し 、  
接 着 箇 所 に お け る 電 極 組 立 体 が 引 き 裂 か れ る た め セ ル が 短 絡 す る の を 回 避 し 、 セ ル の 落 下  
性 能 を さ ら に 効 果 的 に 改 善 す る 。 第 １ の 粘 着 膜 の 引 き 裂 き 抵 抗 能 力 は 、 電 極 組 立 体 に お け  
る 電 極 シ ー ト よ り も 優 れ て お り 、 そ れ に よ り 、 さ ら に 電 極 組 立 体 に お け る 電 極 シ ー ト が 引  
き 裂 か れ る リ ス ク を さ ら に 低 減 し 、 セ ル の 安 全 性 能 を 向 上 さ せ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 本 願 の 一 実 施 例 に お け る セ ル の 正 面 構 造 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 願 の 一 実 施 例 に お け る セ ル の 裏 面 構 造 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 願 の 一 実 施 例 に お け る セ ル の 側 面 構 造 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 願 の 一 実 施 例 に お け る セ ル の 側 面 構 造 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 願 の 一 実 施 例 に お け る セ ル の 正 面 構 造 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 願 の 一 実 施 例 に お け る セ ル の 側 面 構 造 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 願 の 一 実 施 例 に お け る セ ル の 裏 面 構 造 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 願 の 一 実 施 例 に お け る セ ル の 裏 面 構 造 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 願 の 一 実 施 例 に お け る セ ル の 裏 面 構 造 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 願 の 一 実 施 例 に お け る 封 止 膜 の 構 造 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 願 の 一 実 施 例 に お け る セ ル の 断 面 構 造 の 模 式 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 、 本 願 の 実 施 形 態 の 図 面 と 併 せ て 、 本 願 の 実 施 形 態 に お け る 技 術 的 解 決 手 段 を 説 明  
す る が 、 説 明 さ れ た 実 施 形 態 は 、 全 て の 実 施 形 態 で は な く 、 本 願 の 一 部 の 実 施 形 態 に す ぎ  
な い こ と は 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 、 あ る コ ン ポ ー ネ ン ト が 別 の コ ン ポ ー ネ ン ト に 「 接 続 」 さ れ る と 考 え ら れ る 場 合 、  
別 の コ ン ポ ー ネ ン ト に 直 接 接 続 さ れ る か 又 は セ ン タ リ ン グ コ ン ポ ー ネ ン ト も 存 在 す る 可 能  
性 が あ る 。 １ つ の コ ン ポ ー ネ ン ト が 別 の コ ン ポ ー ネ ン ト に 「 設 け ら れ る 」 と 考 え ら れ る 場  
合 、 直 接 別 の コ ン ポ ー ネ ン ト に 設 け ら れ て も よ い し 、 セ ン タ リ ン グ コ ン ポ ー ネ ン ト も 存 在  
し て も よ い 。 本 明 細 書 で 使 用 さ れ る 用 語 「 ト ッ プ 」 、 「 ボ ト ム 」 、 「 上 」 、 「 下 」 、 「 左  
」 、 「 右 」 、 「 前 」 、 「 後 」 、 お よ び 同 様 の 表 現 は 、 説 明 の 目 的 の た め に の み 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 特 に 定 義 が な い 限 り 、 本 明 細 書 で 使 用 さ れ る す べ て の 技 術 お よ び 科 学 用 語 は 当 業 者 が 通  
常 理 解 す る 意 味 と 同 じ で あ る 。 本 出 願 の 本 明 細 書 に お い て 使 用 さ れ る 用 語 は 、 特 定 の 実 施  
形 態 を 説 明 す る た め の も の で あ っ て 、 本 明 細 書 を 限 定 す る こ と を 意 図 す る も の で は な い 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 願 の 実 施 例 は 、 電 極 組 立 体 を 含 む セ ル を 提 供 し 、 電 極 組 立 体 の 外 面 は 、 順 に 接 続 さ れ  
る 第 １ の 表 面 、 第 １ の 側 面 、 第 ２ の 表 面 及 び 第 ２ の 側 面 を 含 み 、 第 １ の 表 面 と 第 ２ の 表 面  
と は 、 対 向 し て 設 け ら れ 、 第 １ の 側 面 と 第 ２ の 側 面 と は 、 対 向 し て 設 け ら れ 、 電 極 組 立 体  
の 外 面 は 、 第 １ の 端 面 、 及 び 第 １ の 端 面 に 対 向 す る 第 ２ の 端 面 を さ ら に 含 み 、 第 １ の 端 面  
及 び 第 ２ の 端 面 は 、 そ れ ぞ れ 第 １ の 表 面 及 び 第 ２ の 表 面 に 接 続 さ れ る 。 セ ル は 、 第 １ の 粘  
着 膜 及 び 第 １ の 接 着 層 を さ ら に 含 み 、 第 １ の 粘 着 膜 は 第 １ の 側 面 に 接 着 さ れ 、 第 １ の 側 面  
か ら 第 １ の 表 面 及 び ／ 又 は 第 ２ の 表 面 ま で 延 在 す る 。 第 １ の 接 着 層 は 第 １ の 表 面 に 接 着 さ  
れ 、 第 １ の 表 面 は 第 １ の 端 面 を 介 し て 第 ２ の 表 面 ま で 延 在 し 、 電 極 組 立 体 の 幅 方 向 に お い  
て 、 第 １ の 粘 着 膜 と 第 １ の 接 着 層 と は 、 第 １ の 表 面 及 び ／ 又 は 第 ２ の 表 面 に 第 １ の 重 な り  
部 分 を 有 し 、 第 １ の 重 な り 部 分 に お い て 、 第 １ の 粘 着 膜 は 、 第 １ の 表 面 及 び ／ 又 は 第 ２ の  
表 面 と 第 １ の 接 着 層 と の 間 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 願 の 実 施 例 に 係 る セ ル で は 、 第 １ の 重 な り 部 分 に よ っ て 、 セ ル が 落 下 す る 時 、 第 １ の  
接 着 層 に 作 用 し た 一 部 の 力 を 第 １ の 粘 着 膜 に 移 行 す る こ と に よ り 、 電 極 組 立 体 に お け る 電  
極 シ ー ト に よ る 第 １ の 接 着 層 に 対 す る 衝 撃 力 を 緩 和 し 、 接 着 箇 所 に お け る 電 極 組 立 体 が 引  
き 裂 か れ る た め 、 セ ル が 短 絡 す る の を 回 避 し 、 さ ら に セ ル の 落 下 性 能 を 効 果 的 に 改 善 す る  
。 第 １ の 粘 着 膜 の 引 き 裂 き 抵 抗 能 力 は 、 電 極 組 立 体 に お け る 電 極 シ ー ト よ り も 優 れ て お り  
、 そ れ に よ り 、 電 極 組 立 体 に お け る 電 極 シ ー ト が 引 き 裂 か れ る リ ス ク を さ ら に 低 減 し 、 セ  
ル の 安 全 性 能 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 下 、 図 面 に 関 連 し て 、 い く つ か の 実 施 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 衝 突 し な い 場 合  
に は 、 下 記 の 実 施 例 と 実 施 例 の 特 徴 と を 組 み 合 わ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ 、 図 ２ 及 び 図 ３ を 併 せ て 参 照 す る と 、 本 実 施 例 セ ル １ ０ ０ は 、 電 極 組 立 体 １ ０ 、 第  
１ の 粘 着 膜 ２ ０ 及 び 第 １ の 接 着 層 ３ ０ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 電 極 組 立 体 １ ０ の 外 面 は 、 順 に 接 続 さ れ る 第 １ の 表 面 １ １ 、 第 １ の 側 面 １ ３ 、 第 ２ の 表  
面 １ ２ 及 び 第 ２ の 側 面 １ ４ を 含 む 。 第 １ の 表 面 １ １ と 第 ２ の 表 面 １ ２ と は 、 対 向 し て 設 け  
ら れ 、 第 １ の 側 面 １ ３ と 第 ２ の 側 面 １ ４ と は 、 対 向 し て 設 け ら れ る 。 電 極 組 立 体 １ ０ の 外  
面 は 、 第 １ の 端 面 １ ５ 、 及 び 第 １ の 端 面 １ ５ に 対 向 す る 第 ２ の 端 面 １ ６ を さ ら に 含 み 、 第  
１ の 端 面 １ ５ 及 び 第 ２ の 端 面 １ ６ は 、 そ れ ぞ れ 第 １ の 表 面 １ １ 及 び 第 ２ の 表 面 １ ２ に 接 続  
さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 第 １ の 粘 着 膜 ２ ０ は 第 １ の 側 面 １ ３ に 接 着 さ れ 、 第 １ の 側 面 １ ３ か ら 第 １ の 表 面 １ １ 及  
び ／ 又 は 第 ２ の 表 面 １ ２ ま で 延 在 す る 。 第 １ の 粘 着 膜 ２ ０ の 電 極 組 立 体 １ ０ か ら 離 れ る 面  
は 、 粘 性 を 持 た な い 。 例 え ば 、 第 １ の 粘 着 膜 ２ ０ は 、 片 面 テ ー プ で あ っ て も よ く 、 該 片 面  
テ ー プ は 、 積 層 し て 設 け ら れ る 絶 縁 層 及 び 接 着 層 を 含 み 、 絶 縁 層 は 、 電 極 組 立 体 １ ０ の 表  
面 を 絶 縁 す る た め に 用 い ら れ 、 接 着 層 は 、 電 極 組 立 体 １ ０ に 接 着 さ れ る 。 第 １ の 粘 着 膜 ２  
０ は 、 グ リ ー ン テ ー プ 又 は 高 粘 性 グ リ ー ン テ ー プ で あ っ て も よ い が こ れ ら に 限 ら れ な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 １ の 接 着 層 ３ ０ は 第 １ の 表 面 １ １ に 接 着 さ れ 、 第 １ の 表 面 １ １ か ら 第 １ の 端 面 １ ５ を  
介 し て 第 ２ の 表 面 １ ２ ま で 延 在 し 、 接 着 部 位 に お け る 電 極 組 立 体 １ ０ を 保 護 す る た め に 用  
い ら れ る 。 電 極 組 立 体 １ ０ の 幅 方 向 Ａ に お い て 、 第 １ の 粘 着 膜 ２ ０ と 第 １ の 接 着 層 ３ ０ と  
は 、 第 １ の 表 面 １ １ 及 び ／ 又 は 第 ２ の 表 面 １ ２ に 第 １ の 重 な り 部 分 ３ ０ ａ を 有 し 、 第 １ の  
重 な り 部 分 ３ ０ ａ で は 、 第 １ の 粘 着 膜 ２ ０ は 、 第 １ の 表 面 １ １ 及 び ／ 又 は 第 ２ の 表 面 １ ２  
と 第 １ の 接 着 層 ３ ０ と の 間 に 設 け ら れ る 。 第 １ の 重 な り 部 分 ３ ０ ａ に よ っ て 、 セ ル １ ０ ０  
が 落 下 す る 時 、 第 １ の 接 着 層 ３ ０ に 作 用 し た 一 部 の 力 を 第 １ の 粘 着 膜 ２ ０ に 移 行 し 、 そ れ  
に よ り 、 電 極 組 立 体 １ ０ に お け る 電 極 シ ー ト に よ る 第 １ の 接 着 層 ３ ０ に 対 す る 衝 撃 力 を 緩  
和 し 、 接 着 箇 所 に お け る 電 極 組 立 体 １ ０ が 引 き 裂 か れ る た め 、 セ ル １ ０ ０ が 短 絡 す る の を  
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回 避 し 、 セ ル １ ０ ０ の 落 下 性 能 を さ ら に 効 果 的 に 改 善 す る 。 第 １ の 粘 着 膜 ２ ０ の 引 き 裂 き  
抵 抗 能 力 は 、 電 極 組 立 体 １ ０ に お け る 電 極 シ ー ト よ り も 優 れ て お り 、 そ れ に よ り 、 電 極 組  
立 体 １ ０ に お け る 電 極 シ ー ト が 引 き 裂 か れ る リ ス ク を さ ら に 低 減 し 、 セ ル １ ０ ０ の 安 全 性  
能 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 １ の 重 な り 部 分 ３ ０ ａ の 面 積 と 、 第 １ の 粘 着 膜 ２ ０ と 第 １ の 接 着 層 ３ ０ と の 間 の 接 着  
力 と の 積 を 第 １ の 接 着 力 と 定 義 し 、 第 １ の 粘 着 膜 ２ ０ と 電 極 組 立 体 １ ０ の 外 面 と の 重 な り  
面 積 と 、 両 者 間 の 接 着 力 と の 積 を 第 ２ の 接 着 力 と 定 義 す る 。 第 １ の 接 着 力 は 第 ２ の 接 着 力  
未 満 で あ る こ と に よ っ て 、 第 １ の 粘 着 膜 ２ ０ が 大 き す ぎ る 力 を 受 け て 破 断 さ れ る た め 、 接  
着 箇 所 に お け る 電 極 組 立 体 １ ０ が 引 き 裂 か れ る の を 防 止 す る
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 い く つ か の 実 施 例 で は 、 電 極 組 立 体 １ ０ の 幅 方 向 Ａ に お い て 、 第 １ の 重 な り 部 分 ３ ０ ａ  
の 幅 は １ ｍ ｍ 以 上 、 且 つ １ ５ ｍ ｍ 以 下 で あ る 。 第 １ の 粘 着 膜 ２ ０ と 第 １ の 表 面 １ １ 及 び ／  
又 は 第 ２ の 表 面 １ ２ と の 間 の 接 着 力 は ０ ． ０ ５ Ｎ ／ ｍ ｍ 以 上 で あ る 。 第 １ の 粘 着 膜 ２ ０ と  
第 １ の 接 着 層 ３ ０ と の 間 の 接 着 力 は ０ ． １ ５ Ｎ ／ ｍ ｍ 以 上 で あ る 。 第 １ の 接 着 力 が 第 ２ の  
接 着 力 未 満 で あ る こ と を 満 た す た め に 、 第 １ の 重 な り 部 分 ３ ０ ａ の 幅 、 第 １ の 粘 着 膜 ２ ０  
と 第 １ の 表 面 １ １ 及 び ／ 又 は 第 ２ の 表 面 １ ２ と の 間 の 接 着 力 、 及 び 第 １ の 粘 着 膜 ２ ０ と 第  
１ の 接 着 層 ３ ０ と の 間 の 接 着 力 が 電 極 組 立 体 １ ０ の サ イ ズ に 応 じ て 調 整 で き る こ と が 理 解  
さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 引 き 続 き 図 １ 、 図 ２ 及 び 図 ４ を 参 照 す る と 、 い く つ か の 実 施 例 で は 、 セ ル １ ０ ０ は 、 第  
２ の 粘 着 膜 ２ １ 及 び 第 ２ の 接 着 層 ３ １ を さ ら に 含 む 。 第 ２ の 粘 着 膜 ２ １ は 、 第 ２ の 側 面 １  
４ に 接 着 さ れ 、 第 ２ の 側 面 １ ４ か ら 第 １ の 表 面 １ １ 及 び ／ 又 は 第 ２ の 表 面 １ ２ ま で そ れ ぞ  
れ 延 在 す る 。 第 ２ の 接 着 層 ３ １ は 第 １ の 表 面 １ １ に 接 着 さ れ 、 第 １ の 表 面 １ １ 及 び 第 １ の  
端 面 か ら 第 ２ の 表 面 １ ２ ま で 延 在 す る 。 電 極 組 立 体 １ ０ の 幅 方 向 Ａ に お い て 、 第 ２ の 粘 着  
膜 ２ １ と 第 ２ の 接 着 層 ３ １ と は 、 第 １ の 表 面 １ １ 及 び ／ 又 は 第 ２ の 表 面 １ ２ に 第 ２ の 重 な  
り 部 分 ３ １ ａ を 有 し 、 第 ２ の 重 な り 部 分 に お い て 、 第 ２ の 粘 着 膜 ２ １ は 、 第 １ の 表 面 １ １  
及 び ／ 又 は 第 ２ の 表 面 １ ２ と 第 ２ の 接 着 層 ３ １ と の 間 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 第 ２ の 重 な り 部 分 ３ １ ａ に よ っ て 、 セ ル １ ０ ０ が 落 下 す る 時 、 第 ２ の 接 着 層 ３ １ に 作 用  
し た 一 部 の 力 を 第 ２ の 粘 着 膜 ２ １ に 移 行 し 、 そ れ に よ り 、 電 極 組 立 体 １ ０ に お け る 電 極 シ  
ー ト に よ る 第 ２ の 接 着 層 ３ １ に 対 す る 衝 撃 力 を 緩 和 し 、 接 着 箇 所 に お け る 電 極 組 立 体 １ ０  
が 引 き 裂 か れ る た め セ ル １ ０ ０ が 短 絡 す る の を 回 避 し 、 セ ル １ ０ ０ の 落 下 性 能 を 効 果 的 に  
改 善 す る 。 第 ２ の 粘 着 膜 ２ １ の 引 き 裂 き 抵 抗 能 力 は 、 電 極 組 立 体 １ ０ に お け る 電 極 シ ー ト  
よ り も 優 れ て お り 、 そ れ に よ り 、 電 極 組 立 体 １ ０ に お け る 電 極 シ ー ト が 引 き 裂 か れ る リ ス  
ク を さ ら に 低 減 し 、 セ ル １ ０ ０ の 安 全 性 能 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 い く つ か の 実 施 例 で は 、 第 ２ の 接 着 層 ３ １ と 第 １ の 接 着 層 ３ ０ と は 、 対 称 的 に 設 け ら れ  
、 そ れ に よ り 、 第 ２ の 接 着 層 ３ １ 及 び 第 １ の 接 着 層 ３ ０ は 、 電 極 組 立 体 １ ０ に お け る 電 極  
シ ー ト が 衝 撃 す る 時 、 受 け る 力 を 均 一 に す る 。 第 ２ の 粘 着 膜 ２ １ と 第 １ の 粘 着 膜 ２ ０ と は  
、 対 称 的 に 設 け ら れ 、 そ れ に よ り 、 第 １ の 重 な り 部 分 ３ ０ ａ と 第 ２ の 重 な り 部 分 ３ １ ａ が  
対 応 す る 第 １ の 粘 着 膜 ２ ０ 及 び 第 ２ の 粘 着 膜 ２ １ に 印 加 す る 張 力 を ほ ぼ 同 じ に し 、 さ ら に  
、 第 １ の 粘 着 膜 ２ ０ 及 び 第 ２ の 粘 着 膜 ２ １ の 応 力 ム ラ に よ り 引 き 起 こ さ れ る 、 一 側 の 接 着  
箇 所 に お け る 電 極 組 立 体 １ ０ が 引 き 裂 か れ る の を 回 避 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 記 セ ル １ ０ ０ で は 、 電 極 組 立 体 １ ０ の 幅 方 向 Ａ に お い て 、 第 １ の 粘 着 膜 ２ ０ 及 び 第 ２  
の 粘 着 膜 ２ １ の 幅 は ５ ｍ ｍ 以 上 、 １ ０ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ り 、 電 極 組 立 体 １ ０ の 長 さ 方 向 Ｂ に  
お い て 、 第 １ の 粘 着 膜 ２ ０ 及 び 第 ２ の 粘 着 膜 ２ １ の 長 さ は ５ ｍ ｍ 以 上 、 １ ０ ０ ｍ ｍ 以 下 で  
あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
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　 再 び 図 １ 、 図 ３ 及 び 図 ４ を 参 照 す る と 、 い く つ か の 実 施 例 で は 、 セ ル １ ０ ０ は 、 第 １ の  
表 面 １ １ 又 は 第 ２ の 表 面 １ ２ に 接 着 さ れ る 第 ３ の 接 着 層 ４ ０ を さ ら に 含 む 。 第 ３ の 接 着 層  
４ ０ の 電 極 組 立 体 １ ０ に 向 く 表 面 、 及 び 電 極 組 立 体 １ ０ か ら 離 れ る 表 面 は 、 い ず れ も 粘 着  
性 を 有 し 、 電 極 組 立 体 １ ０ と 、 電 極 組 立 体 １ ０ を 収 容 す る 封 止 膜 と を 接 続 す る と き 、 電 極  
組 立 体 １ ０ を 封 止 膜 の 内 壁 に 接 着 す る こ と で 、 セ ル １ ０ ０ の 落 下 中 に 、 電 極 組 立 体 １ ０ が  
封 止 膜 の 封 止 口 を 突 き 開 い て 電 解 液 が 漏 れ る の を 防 止 し 、 セ ル １ ０ ０ の 落 下 性 能 を さ ら に  
効 果 的 に 改 善 す る 。 例 え ば 、 第 ３ の 接 着 層 ４ ０ は 両 面 テ ー プ で あ っ て も よ い 。 該 両 面 テ ー  
プ は 、 通 常 の ゴ ム 類 、 ホ ッ ト メ ル ト 類 の グ ル ー 又 は テ ー プ な ど 、 両 面 粘 性 を 有 す る 物 質 で  
あ っ て も よ い が こ れ ら に 限 ら れ ず 、 該 両 面 テ ー プ は 、 単 一 の 重 合 体 又 は 重 合 体 混 合 体 で あ  
っ て も よ い が こ れ ら に 限 ら れ な い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 電 極 組 立 体 １ ０ の 幅 方 向 Ａ に お い て 、 第 １ の 粘 着 膜 ２ ０ 及 び ／ 又 は 第 ２ の 粘 着 膜 ２ １ と  
第 ３ の 接 着 層 ４ ０ と は 第 ３ の 重 な り 部 分 ４ ０ ａ を 有 し 、 第 ３ の 重 な り 部 分 ４ ０ ａ で は 、 第  
３ の 接 着 層 ４ ０ は 、 第 １ の 粘 着 膜 ２ ０ 及 び ／ 又 は 第 ２ の 粘 着 膜 ２ １ と 第 １ の 表 面 １ １ と の  
間 に 設 け ら れ る か 、 又 は 、 第 １ の 粘 着 膜 ２ ０ 及 び ／ 又 は 第 ２ の 粘 着 膜 ２ １ と 第 ２ の 表 面 １  
２ と の 間 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 第 ３ の 重 な り 部 分 ４ ０ ａ に よ っ て 、 セ ル １ ０ ０ の 落 下 中 に お い て 、 封 止 膜 に 接 着 さ れ た  
第 ３ の 接 着 層 ４ ０ に 作 用 し た 一 部 の 力 を 第 １ の 粘 着 膜 ２ ０ 及 び ／ 又 は 第 ２ の 粘 着 膜 ２ １ に  
移 行 し 、 そ れ に よ り 、 第 ３ の 接 着 層 ４ ０ と 電 極 組 立 体 １ ０ と の 間 の 引 張 力 を 低 減 さ せ る 。  
第 １ の 粘 着 膜 ２ ０ 及 び ／ 又 は 第 ２ の 粘 着 膜 ２ １ の 引 き 裂 き 抵 抗 能 力 は 、 電 極 組 立 体 １ ０ に  
お け る 電 極 シ ー ト よ り も 優 れ て お り 、 そ れ に よ り 、 電 極 組 立 体 １ ０ に お け る 電 極 シ ー ト が  
引 き 裂 か れ る リ ス ク を さ ら に 低 減 し 、 セ ル の 安 全 性 能 を 向 上 さ せ る 。 第 ３ の 重 な り 部 分 ４  
０ ａ は 、 第 ３ の 接 着 層 ４ ０ と 第 １ の 粘 着 膜 ２ ０ 及 び ／ 又 は 第 ２ の 粘 着 膜 ２ １ と の 間 に 隙 間  
が あ る の を 回 避 し 、 さ ら に 、 セ ル １ ０ ０ の 落 下 中 に お い て 、 間 隙 部 分 の 応 力 が 集 中 す る た  
め 、 隙 間 で の 電 極 組 立 体 １ ０ が 引 き 裂 か れ る の を 防 止 す る
【 ０ ０ ４ １ 】
　 第 １ の 粘 着 膜 ２ ０ 及 び 第 ２ の 粘 着 膜 ２ １ と 第 ３ の 接 着 層 ４ ０ と が 第 ３ の 重 な り 部 分 ４ ０  
ａ を 有 す る 場 合 、 第 ３ の 重 な り 部 分 ４ ０ ａ は 、 第 ３ の 接 着 層 ４ ０ の 両 側 に 位 置 す る 第 １ の  
部 分 及 び 第 ２ の 部 分 を 含 む 。 該 第 １ の 部 分 と 該 第 ２ の 部 分 と は 、 対 称 的 に 設 け ら れ 、 そ れ  
に よ り 、 第 ３ の 接 着 層 ４ ０ が 対 応 す る 第 １ の 粘 着 膜 ２ ０ 及 び 第 ２ の 粘 着 膜 ２ １ に 印 加 す る  
張 力 を ほ ぼ 同 じ に し 、 第 １ の 粘 着 膜 ２ ０ 及 び 第 ２ の 粘 着 膜 ２ １ の 応 力 ム ラ に よ り 引 き 起 こ  
さ れ る 、 一 側 の 接 着 箇 所 に お け る 電 極 組 立 体 １ ０ が 引 き 裂 か れ る の を さ ら に 回 避 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 い く つ か の 実 施 例 で は 、 第 １ の 粘 着 膜 ２ ０ と 電 極 組 立 体 １ ０ の 外 面 と の 重 な り 面 積 と 、  
両 者 間 の 接 着 力 と の 積 を 第 ２ の 接 着 力 と 定 義 し 、 第 ３ の 重 な り 部 分 ４ ０ ａ の 面 積 と 、 第 １  
の 粘 着 膜 ２ ０ と 第 ３ の 接 着 層 ４ ０ と の 間 の 接 着 力 と の 積 を 第 ３ の 接 着 力 と 定 義 す る 。 第 ３  
の 接 着 力 は 第 ２ の 接 着 力 未 満 で あ る こ と に よ っ て 、 第 １ の 粘 着 膜 ２ ０ が 大 き す ぎ る 力 を 受  
け て 破 断 を 起 こ し 、 接 着 箇 所 に お け る 電 極 組 立 体 １ ０ が 引 き 裂 か れ る こ と を 防 止 す る 。 同  
様 に 、 第 ３ の 接 着 力 も 第 ２ の 粘 着 膜 ２ １ と 電 極 組 立 体 １ ０ の 外 面 と の 重 な り 面 積 と 、 両 者  
間 の 接 着 力 と の 積 未 満 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 い く つ か の 実 施 例 で は 、 電 極 組 立 体 １ ０ の 幅 方 向 Ａ に お い て 、 第 ３ の 重 な り 部 分 ４ ０ ａ  
の 幅 は １ ｍ ｍ 以 上 、 且 つ １ ５ ｍ ｍ 以 下 で あ る 。 第 １ の 粘 着 膜 ２ ０ 及 び ／ 又 は 第 ２ の 粘 着 膜  
２ １ と 第 ３ の 接 着 層 ４ ０ と の 間 の 接 着 力 は ０ ． １ ５ Ｎ ／ ｍ ｍ 以 上 、 第 ３ の 接 着 層 ４ ０ と 第  
１ の 表 面 又 は 第 ２ の 表 面 １ ２ と の 間 の 接 着 力 は ０ ． １ ５ Ｎ ／ ｍ ｍ 以 上 で あ る 。 第 ３ の 接 着  
力 が 第 ２ の 接 着 力 未 満 で あ る こ と を 満 た す た め に 、 第 ３ の 重 な り 部 分 ４ ０ ａ の 幅 、 第 １ の  
粘 着 膜 ２ ０ と 第 １ の 表 面 １ １ 及 び ／ 又 は 第 ２ の 表 面 １ ２ と の 間 の 接 着 力 、 及 び 第 １ の 粘 着  
膜 ２ ０ と 第 １ の 接 着 層 ３ ０ と の 間 の 接 着 力 が 電 極 組 立 体 １ ０ の サ イ ズ に 応 じ て 調 整 で き る  
こ と が 理 解 さ れ 得 る 。
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【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ５ 及 び 図 ６ を 参 照 す る と 、 い く つ か の 実 施 例 で は 、 電 極 組 立 体 １ ０ の 長 さ 方 向 Ｂ に お  
い て 、 第 １ の 接 着 層 ３ ０ 及 び ／ 又 は 第 ２ の 接 着 層 ３ １ と 第 ３ の 接 着 層 ４ ０ と は 第 ４ の 重 な  
り 部 分 ４ ０ ｂ を 有 し 、 第 ４ の 重 な り 部 分 ４ ０ ｂ で は 、 第 ３ の 接 着 層 ４ ０ は 、 第 １ の 接 着 層  
３ ０ 及 び ／ 又 は 第 ２ の 接 着 層 ３ １ と 第 １ の 表 面 １ １ と の 間 に 設 け ら れ る か 、 又 は 、 第 １ の  
接 着 層 ３ ０ 及 び ／ 又 は 第 ２ の 接 着 層 ３ １ と 第 ２ の 表 面 １ ２ と の 間 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 第 ４ の 重 な り 部 分 ４ ０ ｂ に よ っ て 、 第 １ の 粘 着 膜 ２ ０ 、 第 ２ の 粘 着 膜 ２ １ 、 第 １ の 接 着  
層 ３ ０ 、 第 ２ の 接 着 層 ３ １ 、 及 び 第 ３ の 接 着 層 ４ ０ を 互 い に 接 続 し て 一 体 保 護 構 造 を 形 成  
す る 。 第 ３ の 接 着 層 ４ ０ に よ っ て 、 電 極 組 立 体 １ ０ を 封 止 膜 の 内 壁 に 接 着 し て 一 体 構 造 を  
形 成 す る こ と に よ っ て 、 セ ル １ ０ ０ の 落 下 中 に お い て 、 電 極 組 立 体 １ ０ が 封 止 膜 の 封 止 口  
を 突 き 開 い て 電 解 液 が 漏 れ る の を 防 止 し 、 電 極 組 立 体 １ ０ に お け る 電 極 シ ー ト が 引 き 裂 か  
れ る の を 防 止 し 、 セ ル １ ０ ０ の 落 下 性 能 を 効 果 的 に 改 善 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 い く つ か の 実 施 例 で は 、 電 極 組 立 体 １ ０ の 長 さ 方 向 Ｂ に お い て 、 第 ４ の 重 な り 部 分 ４ ０  
ｂ の 長 さ は １ ｍ ｍ 以 上 、 且 つ １ ５ ｍ ｍ 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 上 記 セ ル １ ０ ０ で は 、 電 極 組 立 体 １ ０ の 幅 方 向 Ａ に お い て 、 第 ３ の 接 着 層 ４ ０ の 幅 は ５  
ｍ ｍ 以 上 、 １ ０ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ り 、 電 極 組 立 体 １ ０ の 長 さ 方 向 Ｂ に お い て 、 第 ３ の 接 着 層  
４ ０ の 長 さ は ５ ｍ ｍ 以 上 、 １ ０ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ り 、 電 極 組 立 体 １ ０ の 厚 さ 方 向 に お い て 、  
第 ３ の 接 着 層 ４ ０ の 厚 さ は １ ｕ ｍ 以 上 、 且 つ １ ０ ０ ｕ ｍ 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 い く つ か の 実 施 例 で は 、 第 ３ の 接 着 層 ４ ０ は 、 長 方 形 、 正 方 形 又 は 異 形 等 の 一 体 形 状 で  
あ る 。 第 ３ の 接 着 層 ４ ０ は 、 分 割 型 形 状 で あ る こ と が 理 解 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ７ を 参 照 す る と 、 セ ル １ ０ ０ は 、 電 極 組 立 体 １ ０ に そ れ ぞ れ 電 気 的 に 接 続 さ れ る 第 １  
の タ ブ １ ７ 及 び 第 ２ の タ ブ １ ８ を さ ら に 含 む 。 第 １ の タ ブ １ ７ と 第 ２ の タ ブ １ ８ は 、 間 隔  
を お い て 第 ２ の 端 面 １ ６ か ら 突 出 し 、 第 １ の 粘 着 膜 ２ ０ は 、 第 ２ の 表 面 １ ２ ま で 延 在 し 、  
第 １ の タ ブ １ ７ に 接 近 す る 。 第 ２ の 粘 着 膜 ２ １ は 、 第 ２ の 表 面 １ ２ ま で 延 在 し 、 第 ２ の タ  
ブ １ ８ に 接 近 す る 。 電 極 組 立 体 １ ０ の 幅 方 向 Ａ に お い て 、 第 １ の 粘 着 膜 ２ ０ は 、 第 ２ の 表  
面 １ ２ に 第 １ の タ ブ １ ７ と 部 分 的 に 重 な り 、 及 び ／ 又 は 第 ２ の 粘 着 膜 ２ １ は 、 第 ２ の 表 面  
１ ２ に 第 ２ の タ ブ １ ８ と 部 分 的 に 重 な り 、 重 な り 部 分 の 幅 は １ ｍ ｍ 以 上 、 且 つ ２ ０ ｍ ｍ 以  
下 で あ る 。 第 １ の 粘 着 膜 ２ ０ と 第 １ の タ ブ １ ７ と が 部 分 的 に 重 な り 、 及 び ／ 又 は 第 ２ の 粘  
着 膜 ２ １ と 第 ２ の タ ブ １ ８ と が 部 分 的 に 重 な る こ と に よ っ て 、 第 １ の 粘 着 膜 ２ ０ 及 び ／ 又  
は 第 ２ の 粘 着 膜 ２ １ と 電 極 組 立 体 １ ０ の 外 面 と の 接 着 強 度 を 効 果 的 に 向 上 さ せ 、 電 極 組 立  
体 １ ０ に お け る 電 極 シ ー ト が 引 き 裂 か れ る リ ス ク を さ ら に 低 減 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ８ を 参 照 す る と 、 い く つ か の 実 施 例 で は 、 第 １ の 粘 着 膜 ２ ０ 及 び ／ 又 は 第 ２ の 粘 着 膜  
２ １ は 、 第 ２ の 表 面 １ ２ に 第 １ の タ ブ １ ７ と 第 ２ の タ ブ １ ８ と の 間 ま で 延 在 し 、 そ れ に よ  
り 、 第 １ の 粘 着 膜 ２ ０ と 第 １ の タ ブ １ ７ と の 重 な り 面 積 、 及 び ／ 又 は 第 ２ の 粘 着 膜 ２ １ と  
第 ２ の タ ブ １ ８ と の 重 な り 面 積 を さ ら に 増 加 さ せ 、 第 １ の 粘 着 膜 ２ ０ 及 び ／ 又 は 第 ２ の 粘  
着 膜 ２ １ と 電 極 組 立 体 １ ０ の 外 面 と の 接 着 強 度 を さ ら に 効 果 的 に 向 上 さ せ 、 電 極 組 立 体 １  
０ に お け る 電 極 シ ー ト が 引 き 裂 か れ る リ ス ク を さ ら に 低 減 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ９ を 参 照 す る と 、 い く つ か の 実 施 例 で は 、 電 極 組 立 体 １ ０ の 幅 方 向 Ａ に お い て 、 第 １  
の 粘 着 膜 ２ ０ は 第 １ の 表 面 １ １ に 第 １ の タ ブ １ ７ と 重 な ら ず 、 及 び ／ 又 は 第 ２ の 粘 着 膜 ２  
１ は 第 １ の 表 面 １ １ に 第 ２ の タ ブ １ ８ と 重 な ら な い こ と に よ っ て 、 第 １ の タ ブ １ ７ と 第 ２  
の タ ブ １ ８ と の 間 の 領 域 に 対 応 す る 電 極 組 立 体 １ ０ の 厚 さ を 減 少 さ せ 、 セ ル １ ０ ０ の エ ネ  
ル ギ ー 密 度 を 効 果 的 に 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
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　 図 １ ０ を 参 照 す る と 、 セ ル １ ０ ０ は 、 封 止 膜 ５ ０ を 含 み 、 封 止 膜 ５ ０ は 、 電 極 組 立 体 １  
０ を 収 容 す る た め の 第 １ の 溝 ５ １ 及 び 第 ２ の 溝 ５ ２ を 含 み 、 第 １ の 溝 ５ １ の 深 さ は 第 ２ の  
溝 ５ ２ よ り も 深 く 、 第 １ の 表 面 １ １ は 第 １ の 溝 ５ １ の 底 面 に 対 向 し 、 第 ２ の 表 面 １ ２ は 第  
２ の 溝 ５ ２ の 底 面 に 対 向 す る 。 第 １ の 表 面 １ １ は 、 電 極 組 立 体 １ ０ の 先 端 及 び 末 端 が 位 置  
す る 表 面 で あ り 、 第 ３ の 接 着 層 ４ ０ は 、 第 １ の 表 面 １ １ 及 び 第 １ の 溝 ５ １ の 底 面 に そ れ ぞ  
れ 接 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 １ １ を 参 照 す る と 、 特 定 の い く つ か の 実 施 例 で は 、 第 ２ の 表 面 １ ２ の 最 外 層 は 、 巻 き  
付 け ら れ た １ 層 の ア ル ミ ニ ウ ム 箔 及 び ２ 層 の セ パ レ ー タ で あ り 、 巻 き 付 け ら れ た １ 層 の ア  
ル ミ ニ ウ ム 箔 及 び ２ 層 の セ パ レ ー タ は 、 巻 き 付 け 方 向 に 沿 っ て 、 対 応 す る 第 １ の 側 面 １ ３  
又 は 第 ２ の 側 面 １ ４ ま で 延 在 す る 。 従 来 の 第 １ の 表 面 及 び 第 ２ の 表 面 に 多 層 の ア ル ミ ニ ウ  
ム 箔 及 び 多 層 の セ パ レ ー タ が 巻 き 付 け ら れ る 形 態 に 比 べ て 、 電 極 組 立 体 １ ０ の 厚 さ を 減 少  
さ せ 、 セ ル １ ０ ０ の エ ネ ル ギ ー 密 度 を 効 果 的 に 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 本 願 の 実 施 例 は 、 ハ ウ ジ ン グ 及 び ハ ウ ジ ン グ 内 に 設 け ら れ る セ ル １ ０ ０ を 含 む 電 池 を さ  
ら に 提 供 し 、 セ ル は 、 上 記 の い ず れ か の セ ル で あ っ て も よ い 。 い く つ か の 実 施 の 形 態 で は  
、 電 池 は 、 回 路 保 護 板 を さ ら に 含 み 、 回 路 保 護 板 は 、 セ ル １ ０ ０ の 電 圧 、 電 流 、 絶 縁 状 態  
及 び 荷 電 状 態 等 を 監 視 し 、 電 池 の 充 放 電 過 程 を 安 全 管 理 し 、 発 生 す る 可 能 性 の あ る 故 障 に  
対 し て 警 報 お よ び 緊 急 保 護 処 理 を 行 い 、 電 池 の 運 転 を 安 全 か つ 最 適 化 に 制 御 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 本 願 の 実 施 例 は 、 上 記 の い ず れ か の 電 池 を 含 む 電 力 消 費 機 器 を さ ら に 提 供 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま た 、 当 業 者 は 、 以 上 の 実 施 例 は 、 本 願 の 限 定 と し て で は な く 、 本 願 の 実 質 的 精 神 範 囲  
内 に お い て 、 以 上 の 実 施 例 に 対 す る 適 切 な 変 更 及 び 変 更 が 本 願 の 開 示 の 範 囲 内 に あ る 限 り  
、 本 願 を 説 明 す る た め に 用 い ら れ る も の で あ る こ と を 認 識 す べ き で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 セ ル  １ ０ ０
　 電 極 組 立 体  １ ０
　 第 １ の 表 面  １ １
　 第 ２ の 表 面  １ ２
　 第 １ の 側 面  １ ３
　 第 ２ の 側 面  １ ４
　 第 １ の 端 面  １ ５
　 第 ２ の 端 面  １ ６
　 第 １ の タ ブ  １ ７
　 第 ２ の タ ブ  １ ８
　 第 １ の 粘 着 膜  ２ ０
　 第 ２ の 粘 着 膜  ２ １
　 第 １ の 接 着 層  ３ ０
　 第 １ の 重 な り 部 分  ３ ０ ａ
　 第 ２ の 接 着 層  ３ １
　 第 ２ の 重 な り 部 分  ３ １ ａ
　 第 ３ の 接 着 層  ４ ０
　 第 ３ の 重 な り 部 分  ４ ０ ａ
　 第 ４ の 重 な り 部 分  ４ ０ ｂ
　 封 止 膜  ５ ０
　 第 １ の 溝  ５ １
　 第 ２ の 溝  ５ ２
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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